
ニ之江学習スタンダード 
二之江小学校 生活指導部 

  

 学習面は「ニ之江学習スタンダード」に、生活面は「学校生活のきまり」に載せています。内容

をご確認いただき、ご家庭でも学習道具を準備し、きまりを守るようよろしくお願いします。 

 

１ 持ち物のきまり 

【筆箱】（筆箱の中身はそれぞれに記名） 

□ 鉛筆 ・４～５本、 … 家庭で削る。 

      ・低学年は筆圧が弱いため、整った字が書けるように２B を推奨する。 

・高学年は、HB か B を推奨する。 

      ・正しい持ち方を見付けるため、六角形か三角形の鉛筆を推奨する。 

      ・頭に飾りが付いている鉛筆は使用禁止する。 

      ・シャープペンシルは使用禁止する。 

・無地のものを推奨する。 ⇒キャラクターのもの等は、手遊びの原因になるため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 消しゴム ・機能性を考え、華美でないシンプルなものを推奨する。 

⇒キャラクターのもの等は、手遊びの原因になるため。 

□ 直定規  ・筆箱に入る程度の長さのものとする。 

        ・線が見えるよう、透明なものを推奨する。 

        ・折りたたみ定規は、集中力がそがれたり、破損しやすかったりするため、

使用不可とする。 

□ 赤鉛筆  ・１本とする。 

        ・多色ボールペン・ボールペンは、ノック音等により集中力がそがれるため、

使用不可とする。 

        ・青が付いてる鉛筆でも可とする。 

(3/5) 

使用禁止の理由 

①芯が折れやすく、学習に集中できない。 

②芯を出すときのノック音や操作により、学習に集中できない。 

③分解遊びにより、学習に集中できない。 

④芯が折れやすいので、しっかりとした筆圧で書かせることができない。 

⑤シャープペンシルは太さが統一されていないため、正しい持ち方の指導が曖昧

になる。 

⑥芯が鋭利であり、けがをする可能性が高い。 



□ ネームペン ・油性のネームペンを１本入れ

ておく。 

 

□ その他   ・鉛筆キャップは、授業中は使

用不可であるが、筆箱の中で

使用するのは可とする。 

 

【もちもの】 

□ ランドセルには、キーホルダーなど、学習に

必要ないものは付けない。 

□ 自宅の鍵は、学校では必ずランドセルの中に

入れ、出さない。 

□ キッズ携帯など、携帯電話は持ってこない。 

  

【名札】 

 □ 登校後、必ず左胸に付ける。紛失した場合は、担任に相談する。 

 □ 下校前は、必ず名札を返却する。また、校外学習等で外出する際は、名札は付けない。 

 

【上履き】 

 □ 上履きには、必ず記名する。 

 □ 忘れた場合は、職員室より貸し出しを行う。 

⇒ 貸し出した場合、必ず１週間以内に洗って返却する。 

 □ かかとは、踏まない。 

 □ 週末最終日には、必ず持ち帰り、家庭で洗濯する。 

 

校帽・上履きなどへの記名の仕方 
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この他に、授業で

使用するホワイト

ボードペンを入れ

ても構いません。 

例 

えどがわ 

ごろう 

 

上履き（上図）と運動靴（右図）の名前記

入位置。運動靴は、靴のベロの裏に名前を

記入してください。 運動靴の記名位置 



【あいさつ】 

 □ 必ず、どのような場面においても、あいさつをする。 

 □ 登校後、下校前の場面においては、元気よく誰にでもあいさつをする。 

 □ 様々な場面において呼名された際は、大きな声で「はい」と返事をする。 

 □ 朝の健康観察では、必ず返事をする。 

□ 廊下であった人にもあいさつをする。（状況によっては会釈でも可） 

 

【廊下での歩き方】 

 □ 静かに右側を歩く。 

□ 教室移動時は、話をせずに静かに歩く。 

□ 廊下や階段で遊ばない。 

 

【朝会・集会】（新型コロナウイルス感染予防の対応時は、朝会・集会は内容を変更して行う 

場合もある。） 

□ 全校朝会は、毎週月曜日に校庭で実施する。荒天時は、体育館で実施する。 

 □ 朝会・集会の退場時は、音楽に合わせて行進する。 

□ 体育館からの退場の順番は ４年→５年→６年→１年→わかくさ→２年→３年とする。 

 □ 全校朝会では、６年生代表児童があいさつを行う。 

 □ 毎週の朝会で、看護当番が ①週目標 ②看護当番の職員紹介 ③名札、ハンカチ、校帽の

着用を確認する。 

 

【学校に置いておく学習用具（道具箱の中）】 

□ 液体スティックのり  

  ※３年生以上は、可能であれば固形スティックのりもあるとよい。 

  ※低学年は、壺のり（指のり）を使用する場合もある。（右図参照） 

※テープのりは児童が扱いにくいため、使用不可とする。 

□ はさみ         □ 色鉛筆・クーピー    □セロハンテープ 

 □ 他に、学年によっては、折り紙やクレヨンを道具箱に入れる場合がある。 

 

【職員室の入り方】 

□ 職員室の入室の際は、ノックを３回し、 

「失礼します。〇年〇組 〇〇（名前）です。〇〇をしにきました。（要件）」と声をかけて

から入る。その際、帽子とランドセル、上着は、取る。 

 

【算数で使う器具】 

□ 直定規、三角定規（２年生以上）、コンパス（３年生以上）、分度器（４年生以上）を使う。 

色付き、キャラ付きの器具は使用不可とする。 ⇒ 数字や図が見えにくいため 
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学校生活のきまり 

二之江小学校 生活指導部 

 

【登下校】 

 □ ８時 10 分から８時 20 分の間に登校する｡ チャイムが鳴るまでは、児童玄関前で待機する。 

 □ 登下校には校帽をかぶる。 

  □ 登校途中で忘れ物に気がついても､ 取りに帰らない｡  

  □ 学校の行き帰りは､道の端を一列で歩き、決められた通学路を通る｡  

 □ ＰＴＡや地域の方の見守りボランティアには、必ずあいさつをする。 

□ 下校してから校舎に入るときは､ 先生の許可をもらう｡  

  □ 学校に遅れてくるときには、必ず家の人に送ってもらう。 

早退するときは､ 必ず家の人にむかえに来てもらう｡  

  □ 学童クラブやすくすくスクールに参加する児童は、すくすくの活動場所以外には勝手に行か

ない。  

 

【学習】 

 □ チャイムが鳴ったら席につく。 

 □ 机の上には必要なものだけを出す。 

 □ 名前を呼ばれたら「はい」と大きな声で返事をする。 

 □ 教室移動時は、静かに右側を歩く。 

 □ 朝会や集会がある日は、8 時 25 分までに、校庭や体育館に集まる。 

 

【休み時間】 

 □ ５分休みは､ トイレ・水飲み・次の勉強の準備・特別教室への移動などをする｡  

２５分休みは、校庭に出て元気に遊ぶ｡（天気のよい日） 

  

 □ 遊ぶときは､ 場所や遊び方を工夫して遊ぶ｡  

      ◇みんなの物を大切に使い､ 片付けもきちんとする｡  

      ◇校庭や体育館では､ 学級のボール・なわなどを使って遊ぶ｡  

   ◇サッカーゴールやバスケットゴールは校庭使用割り当てを確認する。 

      ◇雨の日は教室で静かにすごし､ 体育館は､ 決められた学年が使う｡  

     ◇のぼり棒やうんてい、くもの巣遊具等は、上に座ったり、立ったりしない。 

   ◇校舎裏や体育倉庫の裏、正門前駐車場など、先生たちから見えない場所では遊ばない。 

  

  □ 用事がない場合には､ ほかの教室に入ったり、特別教室に入ったりしない｡ 
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【家に帰ってから】 

  □ 決められた時刻までに家に帰る｡ 

（夏・4～9 月 ５時 00 分  冬・10～3 月 4 時 30 分） 

  □ 学校に自転車で来ない。 

□ 自転車の乗り方に気を付ける。 

   (二人のり、とびだし、スピードの出しすぎ、体に合わないもの） 

  □ 危ない遊びはしない｡(車道でのスケートボード・ローラーブレード・キックボード、エアガン、 

火遊びなど) 

  □ 子供たちだけで､ 遠出をしない｡(遠出とは学区域外をさす｡ただし､近くの児童館や 

図書館は遠出にならない｡) 

  □ ゲームセンター、カラオケ店などに入らない｡  

  □ お金を持って遊びに行かない｡(貸し借りやおごったりおごられたりしない｡) 

  □ ゲームソフトの貸し借り、カードの交換などはしない。 

□  早寝早起きを心がけ、生活リズムを整える。  

【ふだんの心がけ】 

  □ 季節・場所・状況に応じた髪形や服装をし、ハンカチ・ティッシュを身に付け、 

爪を切っておく。 

 □ 染髪、ピアス、イヤリング、マニュキュア、ボディシールなど必要以上にアクセサリーで 

装飾をしない。  

 □ 手洗い・うがい・手の消毒などを心掛ける。 

□ 給食後は、口をすすぐ。  

 

【その他】 

□ 気持ちのよいあいさつをする。 

□ 欠席の時は、理由を連絡帳に書き、きょうだいや近くの友達に届けてもらうようにする。 

  （新型コロナウイルス感染予防対応時は、電話で連絡する。） 

□ お金や学習に必要のないものは、学校に持って来ない。 
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体育や休み時間の外遊び、給食の配膳、理科の実験、図工の木工作、調理実習などの安全、

また、授業に集中するために、髪を結ぶことは大切です。お子様の髪が長くなり、姿勢によ

って、顔まわりにかかるようになってきましたら、髪留めのピンやゴムでまとめてください。 
  


